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備考

は種前・殺菌剤

フロンサイドＳＣ ○ ○ ○

フロンサイド粉剤 ○ ○ ○

ネビジン粉剤 ○

ネビリュウ ○

36 フルスルファミド ネビライト粉剤 ○

は種直後・殺菌剤
バリオボラックス　パ
ラドクス

フィールドキーパー水
和剤 ○

育苗期・殺菌剤

32
ヒドロキシイソキサ
ゾール

タチガレファイト液剤 〇 出芽時～育苗期

育苗期後半・殺菌剤

7 ピラジフルミド パレード20フロアブル ○ ○ ○ 育苗期後半～定植当日

定植前・殺菌剤
バリオボラックス　パ
ラドクス

フィールドキーパー水
和剤 ○ 定植前日～当日

3 シメコナゾール モンガリット粒剤 ○

オラクル顆粒水和剤 ○

土壌混和での使用回数
は2回以内であるが、そ
のうちの1回はおとり植
物との同時使用を前提
としている。作物の作付
前の土壌混和処理での
使用は1回に限る。

シアゾファミド ランマンフロアブル ○ 定植前日～当日

フロンサイドＳＣ ○ ○ ○ ○

フロンサイド粉剤 ○ ○ ○

ネビジン粉剤 ○ ○

ネビライト粉剤 ○ 〇

ネビリュウ ○

定植時・殺菌剤

P02 プロベナゾール オリゼメート粒剤 ○

36

29 フルアジナム

フルスルファミド

フルアジナム

36

29

フルスルファミド
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は種前・殺虫剤

4A チアメトキサム アクタラ粒剤５ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

は種時・殺虫剤

4A クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

シアントラニリプロー
ル・チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○ ○ ○ ○ ○

は種覆土後～育苗期後
半。ミツバチ及びマルハ
ナバチ等に対して影響
あり

クロラントラニリプ
ロール・チアメトキサ
ム

ジュリボフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
は種時～育苗期後半。
ミツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響あり

育苗期・殺虫剤

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ○

ミツバチに対して影響あ
り

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○
地床育苗。ミツバチ及び
マルハナバチに対して
影響あり

育苗期後半・殺虫剤

アクタラ粒剤５ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

アクタラ顆粒水溶剤 ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

5 スピネトラム ディアナSC ○
ミツバチに対して影響あ
り

クロラントラニリプ
ロール

プレバソンフロアブル５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 育苗期後半～定植当日

ベリマークSC ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シロイチモジヨトウにも
適応あり
育苗期後半～定植当日

プリロッソ粒剤 ○ ○ ○ ○ ○ 育苗期後半～定植時

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育苗期後半～定植当
日。ミツバチに対して影
響あり

アセタミプリド・シアン
トラニリプロール

アベイル粒剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 育苗期後半～定植当日

クロラントラニリプ
ロール・チアメトキサ
ム

ジュリボフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

育苗期後半～定植当
日。ミツバチ及びマルハ
ナバチ等に対して影響
あり

シアントラニリプロー
ル

4A
28

4A

4A

4A
28

チアメトキサム

28
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定植前・殺虫剤

4A アセタミプリド モスピラン粒剤 ○ ○ ○ ○ ○ 定植前日～定植当日

キャベツ・定植まで　殺虫剤

2B フィプロニル プリンス粒剤 ○ ○

4A ジノテフラン
スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤 ○ ○ ○ ○

ミツバチに対して影響あ
り

4A
28

シアントラニリプロー
ル・チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響があり

定植時・殺虫剤

オルトラン粒剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

ジェイエース粒剤 ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

イソキサチオン ネキリエースＫ ○
ミツバチに対して影響あ
り

3A テフルトリン フォース粒剤(劇) ○
ミツバチに対して影響あ
り

チアメトキサム アクタラ粒剤５ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ○ ○ ○ ○

ミツバチに対して影響あ
り

アセタミプリド モスピラン粒剤 ○ ○ ○

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

4A
28

シアントラニリプロー
ル・チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響があり

4A

1B

アセフェート
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備考

キャベツ・定植後・殺菌剤

1 チオファネートメチル トップジンＭ水和剤 ○ ○ ○

ジエトフェンカルブ・
チオファネートメチル

ゲッター水和剤 ○

ジエトフェンカルブ・
ベノミル

ニマイバー水和剤 ○

1
M05

ベノミル・ＴＰＮ ダコレート水和剤 ○ ○ ○

2 プロシミドン スミレックス水和剤 ○

3 テブコナゾール
オンリーワンフロアブ
ル ○

キャベツに使用する場
合、重複散布を避ける

M03
4

UN
マンゼブ・メタラキシ
ルM

リドミルゴールドMZ ○

4
M05

メタラキシルM・TPN フォリオゴールド ○ ○

ベンチオピラド アフェットフロアブル ○ ○ ○ ○

ボスカリド
カンタスドライフロアブ
ル ○ ○ ○

イソピラザム ネクスターフロアブル ○ ○ ○

ピラジフルミド パレード20フロアブル ○ ○ ○

イソフェタミド ケンジャフロアブル ○

インピルフルキサム カナメフロアブル ○ ○

11
7

ピラクロストロビン・
ボスカリド

シグナムWDG ○ ○ ○ ○

7
M05

ペンチオピラド・TPN ベジセイバー ○ ○ ○

アゾキシストロビン
アミスター２０フロアブ
ル ○ ○ ○

ピリベンカルブ
ファンタジスタ顆粒水
和剤 ○ ○ ○ ○ ○

マンデストロビン スクレアフロアブル ○

ピコキシストロビン メジャーフロアブル ○ ○ ○ ○

12 フルジオキソニル
セイビアーフロアブル２
０ ○ ○

11

7

10
1
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黒
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キャベツ・定植後・殺菌剤

31 オキソリニック酸 スターナ水和剤 ○ ○

40 マンジプロパミド レーバスフロアブル ○

49
40

オキサチアピプロリ
ン・マンジプロパミド

オロンディスウルトラＳ
Ｃ ○

40
M03

UN
ベンチアバリカルブ
イソプロピル・マンゼ
ブ

カンパネラ水和剤 ○

40
M05

ベンチアバリカルブ
イソプロピル・ＴＰＮ

プロポーズ顆粒水和
剤 ○

塩基性硫酸銅 クプロシールド ○ ○
結球あぶらな科葉菜類
で登録

有機銅 キノンドーフロアブル ○

水酸化第二銅 クミガードSC ○

ジマンダイセン水和剤 ○

ペンコゼブ水和剤 ○

M05 ＴＰＮ ダコニール１０００ ○ ○

ベルクート水和剤 ○

ベルクートフロアブル ○

U17 ピカルブトラゾクス ピシロックフロアブル ○ ○

U18 バリダマイシン バリダシン液剤５ ○ ○ ○

定植後・無人航空機・殺菌剤

7 ピラジフルミド パレード20フロアブル 〇

7
M05

ペンチオピラド・TPN ベジセイバー ○ ○ ○

49
40

オキサチアピプロリ
ン・マンジプロパミド

オロンディスウルトラＳ
Ｃ ○

M01

M07

M03 マンゼブUN

イミノクタジンアルベ
シル酸塩
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キャベツ・定植後・殺虫剤

－
ボーベリア・バシアー
ナ

ボタニガードＥＳ ○

メタアルデヒド マイキラー(劇) ○ ○

メタアルデヒド ナメクリーン３ ○ ○

ＮＡＣ デナポン５%ベイト ○ ○ ○ ○

メソミル ランネート４５ＤＦ(劇) 〇 ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

ＰＡＰ エルサン乳剤(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
※カブラハバチ幼虫で
適用。ミツバチに対して
影響あり

アセフェート オルトラン水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○
ミツバチに対して影響あ
り

ペルメトリン ガードベイトＡ ○
ミツバチに対して影響あ
り

エトフェンプロックス トレボン乳剤 ○ ○ ○ ○

トラロメトリン
スカウトフロアブル(劇)
  ○ ○ ○ ○ ○ ○

ペルメトリン アディオン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

チアメトキサム アクタラ顆粒水溶剤 ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

イミダクロプリド
アドマイヤーフロアブ
ル(劇) ○

ミツバチ及び野生ハナ
バチ類に対して影響あり

ジノテフラン
スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤 ○

ミツバチに対して影響あ
り

アセタミプリド
モスピラン顆粒水溶剤
(劇) ○ ○ ○ ○ ○

クロチアニジン ダントツ水溶剤 ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

4C スルホキサフロル
トランスフォームフロア
ブル ○ ○

ミツバチに対して影響あ
り

4E ジクロロメゾチアズ
フィールドマストフロア
ブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スピノサド
スピノエース顆粒水和
剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツマジロクサヨトウに適
用あり。ミツバチに対し
て影響あり

スピネトラム ディアナSC ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハモグリバエ類にも適用
あり。ミツバチに対して
影響あり

エマメクチン安息香
酸塩

アファーム乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

レピメクチン アニキ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

9B ピリフルキナゾン コルト顆粒水和剤 ○ ○

11A BT菌 エコマスターBT 〇 〇

5

－

1A

1B

6

4A

3A
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キャベツ・定植後・殺虫剤

13 クロルフェナピル コテツフロアブル(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチおよびマルハナ
バチに対して影響あり

14 カルタップ パダンＳＧ水溶剤(劇) ○ ○ ○ ○ ○

クロルフルアズロン アタブロン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フルフェノクスロン カスケード乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テフルベンズロン ノーモルト乳剤 ○ ○ ○ ○ ○

ルフェヌロン マッチ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○

クロマフェノジド マトリックフロアブル ○ ○

テブフェノジド ロムダンフロアブル ○ ○ ○

ハチハチ乳剤(劇) ○ ○ ○ ○ ○

ハチハチフロアブル
(劇) ○ ○ ○ ○ ○

22A インドキサカルブ
トルネードエースDF
ファイントリムＤＦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

アクセルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

アクセルベイト ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

23 スピロテトラマト モベントフロアブル ○ ○ ○ ○
マルハナバチに対して
影響あり

フルベンジアミド
フェニックス顆粒水和
剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クロラントラニリプ
ロール

プレバソンフロアブル５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シアントラニリプロー
ル

べネビアＯＤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り。

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り。

29 フロニカミド ウララDF ○

フルメタキサミド グレーシア乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロフラニリド ブロフレアＳＣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
ミツバチに対して影響あ
り

ファインセーブフロアブ
ル(劇) ○ ○ ○

アベンジャーフロアブ
ル（劇） ○ ○ ○

UN ピリダリル プレオフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
18

スピノサド・メトキシ
フェノジド

ファルコンエースフロア
ブル ○ ○ ○ ○ ○ ○

21A
22B

トルフェンピラド・メタ
フルミゾン

アクセルキングフロア
ブル(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミツバチに対して影響あ
り

28
4A

クロラントラニリプ
ロール・チアメトキサ
ム

ジュリボフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響あり

11A
バチルス チューリン
ゲンシス菌の生芽胞
および産生結晶毒素

ゼンターリ顆粒水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 フロメトキン

21A39

15

30

ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

22B

28

メタフルミゾン

トルフェンピラド
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殺
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剤
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剤
コ
ー

ド

成分名 商品名

コ
ナ
ガ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

ア
オ
ム
シ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

ウ
ワ
バ
類

タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

カ
ブ
ラ
ハ
バ
チ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

コ
オ
ロ
ギ

ダ
ン
ゴ
ム
シ

ナ
メ
ク
ジ
類

カ
タ
ツ
ム
リ
類

備考

定植後・無人航空機・殺虫剤

3A エトフェンプロックス トレボンエアー ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

4A イミダクロプリド
アドマイヤーフロアブ
ル（劇） ○

ミツバチ及び野生ハナ
バチ類に対して影響あり

４A ジノテフラン スタークル液剤１０ ○

6
エマメクチン安息香
酸塩

アファーム乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

9B ピリフルキナゾン コルト顆粒水和剤 ○

22A インドキサカルブ トルネードエースDF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

28 テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28
シアントラニリプロー
ル

べネビアＯＤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

28
クロラントラニリプ
ロール

プレバソンフロアブル５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


